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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年11月10日(2011.11.10)

【公開番号】特開2010-85736(P2010-85736A)
【公開日】平成22年4月15日(2010.4.15)
【年通号数】公開・登録公報2010-015
【出願番号】特願2008-255080(P2008-255080)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   1/02     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   1/02    　　　　
   Ｃ０４Ｂ  35/50    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月22日(2011.9.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平均粒子径が１μｍ以上１０μｍ以下のＬｎｘＡｌｙＯ〔ｘ＋ｙ〕×１．５（Ｌｎは希
土類族元素、ｘは１≦ｘ≦１０、ｙは１≦ｙ≦５を表す。）から成るセラミックス粒子の
成形体を、真空焼結してなり、前記ＬｎがＬａ，Ｇｄ，Ｙｂ，Ｌｕから選ばれた少なくと
も１種以上であることを特徴とする光学素子。
【請求項２】
　前記光学素子は、屈折率が１．８５以上で２０．６以下、アッべ数が４８以上で６５以
下の透光性を有することを特徴とする請求項１に記載の光学素子。
【請求項３】
　前記セラミックス粒子が球形であることを特徴とする請求項１または２に記載の光学素
子。
【請求項４】
　平均粒子径が１μｍ以上１０μｍ以下のＬｎｘＡｌｙＯ〔ｘ＋ｙ〕×１．５（Ｌｎは希
土類族元素、ｘは１≦ｘ≦１０、ｙは１≦ｙ≦５を表す。）から成るセラミックス粒子の
表面に、該セラミックス粒子よりも焼結温度が低いセラミックスからなる被覆層を被覆し
てなる２層構造の粒子の成形体を、真空焼結してなり、前記ＬｎがＬａ，Ｇｄ，Ｙｂ，Ｌ
ｕから選ばれた少なくとも１種以上であることを特徴とする光学素子。
【請求項５】
　前記セラミックス粒子よりも焼結温度が低いセラミックスがガラスであることを特徴と
する請求項４に記載の光学素子。
【請求項６】
　前記２層構造の粒子が球形であることを特徴とする請求項４または５に記載の光学素子
。
【請求項７】
　前記光学素子は、屈折率が１．８以上で２０．６以下、アッべ数が４８以上で６５以下
の透光性を有することを特徴とする請求項４乃至６のいずれかの１項に記載の光学素子。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記の課題を解決する第一の光学素子は、平均粒子径が１μｍ以上１０μｍ以下のＬｎ
ｘＡｌｙＯ〔ｘ＋ｙ〕×１．５（Ｌｎは希土類族元素、ｘは１≦ｘ≦１０、ｙは１≦ｙ≦
５を表す。）から成るセラミックス粒子の成形体を、真空焼結してなり、前記ＬｎがＬａ
，Ｇｄ，Ｙｂ，Ｌｕから選ばれた少なくとも１種以上であることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記の課題を解決する第二の光学素子は、平均粒子径が１μｍ以上１０μｍ以下のＬｎ
ｘＡｌｙＯ〔ｘ＋ｙ〕×１．５（Ｌｎは希土類族元素、ｘは１≦ｘ≦１０、ｙは１≦ｙ≦
５を表す。）から成るセラミックス粒子の表面に、該セラミックス粒子よりも焼結温度が
低いセラミックスからなる被覆層を被覆してなる２層構造の粒子の成形体を、真空焼結し
てなり、前記ＬｎがＬａ，Ｇｄ，Ｙｂ，Ｌｕから選ばれた少なくとも１種以上であること
を特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　セラミックス粒子は、ＬｎｘＡｌｙＯ〔ｘ＋ｙ〕×１．５の粒子からなる。
　前記Ｌｎは希土類族元素からなり、具体的にはＬａ，Ｃｅ，Ｐｒ，Ｎｄ、Ｐｍ，Ｓｍ，
Ｅｕ，Ｇｄ，Ｔｂ，Ｄｙ，Ｈｏ，Ｅｒ，Ｔｍ，Ｙｂ，Ｌｕが挙げられる。それらの希土類
族元素のうち、特にＬａ，Ｇｄ，Ｙｂ，Ｌｕから選ばれた少なくとも１種以上であること
が好ましい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　セラミックス粒子の平均粒子径は１μｍ以上１０μｍ以下が望ましい。平均粒子径が１
μｍ未満では、粒子が細かく、部分的な凝集が生じるので、加圧の際に充分に緻密化し難
く、また焼結後の光学素子中に泡が残留し、光学素子としての使用に不適となる。平均粒
子径が１０μｍをこえると、加圧の際に空隙が生じやすく、焼結後に得られた結晶に粒界
が生じやすく、研磨時に粒子の脱落が生じ、良好な表面を有する光学素子が得られない。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　以下、実施例を示して本発明を具体的に説明する。
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　実施例１
　純度９９．９％以上のＹ２Ｏ３，Ｌａ２Ｏ３，Ｇｄ２Ｏ３，Ｙｂ２Ｏ３，Ｌｕ２Ｏ３お
よびＡｌ２Ｏ３の酸化物原料を用意し、表１の試料Ｎｏ．１から９に示す化合物のセラミ
ックス粒子となる比率で原料を調整し、混合した。なおＮｏ．１とＮｏ．８は参考例であ
る。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　実施例２
　純度９９．９％以上のＹ２Ｏ３，Ｌａ２Ｏ３，Ｇｄ２Ｏ３，Ｙｂ２Ｏ３，Ｌｕ２Ｏ３お
よびＡｌ２Ｏ３の酸化物原料を用意し、表１の試料Ｎｏ．１から９に示す化合物のセラミ
ックス粒子となる比率で原料を調整し、混合した。なおＮｏ．１とＮｏ．８は参考例であ
る。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　実施例３
　純度９９．９％以上のＹ２Ｏ３，Ｌａ２Ｏ３，Ｇｄ２Ｏ３，Ｙｂ２Ｏ３，Ｌｕ２Ｏ３お
よびＡｌ２Ｏ３の酸化物原料を用意し、表１の試料Ｎｏ．１から９に示す化合物のセラミ
ックス粒子となる比率で原料を調整し、混合した。なおＮｏ．１とＮｏ．８は参考例であ
る。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　実施例４
　純度９９．９％のＹ２Ｏ３、Ｌａ２Ｏ３、Ｇｄ２Ｏ３、Ｙｂ２Ｏ３、Ｌｕ２Ｏ３および
Ａｌ２Ｏ３の酸化物原料を用意し、表２の試料Ｎｏ．１１から１９に示す化合物のセラミ
ックス粒子となる比率で原料を調整し、混合した。なおＮｏ．１１とＮｏ．１８は参考例
である。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　実施例５
　純度９９．９％のＹ２Ｏ３、Ｌａ２Ｏ３、Ｇｄ２Ｏ３、Ｙｂ２Ｏ３、Ｌｕ２Ｏ３および
Ａｌ２Ｏ３の酸化物原料を用意し、表２の試料Ｎｏ．１１から１９に示す化合物のセラミ
ックス粒子となる比率で原料を調整し、混合した。なおＮｏ．１１とＮｏ．１８は参考例
である。
【手続補正１１】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　実施例６
　純度９９．９％のＹ２Ｏ３、Ｌａ２Ｏ３、Ｇｄ２Ｏ３、Ｙｂ２Ｏ３、Ｌｕ２Ｏ３および
Ａｌ２Ｏ３の酸化物原料を用意し、表２の試料Ｎｏ．１１から１９に示す化合物のセラミ
ックス粒子となる比率で原料を調整し、混合した。なおＮｏ．１１とＮｏ．１８は参考例
である。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　実施例７
　純度９９．９％のＹ２Ｏ３、Ｌａ２Ｏ３、Ｇｄ２Ｏ３、Ｙｂ２Ｏ３、Ｌｕ２Ｏ３および
Ａｌ２Ｏ３の酸化物原料を用意し、表２の試料Ｎｏ．１１から１９に示す化合物のセラミ
ックス粒子となる比率で原料を調整し、混合した。なおＮｏ．１１とＮｏ．１８は参考例
である。


	header
	written-amendment

